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戦
後
、
７０
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
資
本
主
義
体
制
の
、
流
れ
の

各
節
目
の
社
会
的
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
社
会
保
障
制
度
及
び
、
経
済

等
が
よ
り
ま
し
な
方
向
性
を
求
め

る
と
し
た
、
国
民
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
１２
月
で
の
解
散
選
挙

で
は
投
票
率
は
低
く
、
現
政
権
は

な
だ
れ
的
、
圧
勝
を
し
た
わ
け
で

は
有
り
ま
せ

ん
。 沖

縄
・
佐

賀
県
知
事
選

挙
は
、
県
民

の
意
向
で
基

地
、
農
業
等

で
争
わ
れ
た
が
、
国
レ
ベ
ル
は
そ

う
で
は
有
り
ま
せ
ん
。 

元
中
曽
根
政
権
で
、
戦
後
総
決

算
と
の
決
意
で
憲
法
・
消
費
税
・

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
教
育
等
の
政
権

の
意
向
に
組
み
込
ま
れ
、
国
民
の

要
求
を
な
し
崩
し
に
し
ま
し
た
。 

政
権
が
、
代
わ
っ
て
も
社
会
的

転
換
は
、
無
に
等
し
い
社
会
的
風

潮
が
蔓
延
し
、
選
挙
等
の
権
利
行

使
を
意
図
的
に
奪
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
国
は
、
国
連
の
障
害

者
権
利
条
約
を
昨
年
１
月
に
批
准

し
、
効
力
が
発
生
し
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
障
害
者
基
本
法
の
改

定
・
障
害
者
総
合
支
援
法
・
障
害

者
虐
待
防
止
法
が
平
成
２８

年
に

施
行
さ
れ
る
。
就
労
に
関
す
る
法

及
び
、
障
害
者

差
別
解
消
法
等

の
国
内
法
が
整

備
さ
れ
、
今
年

は
障
害
者
基
本

法
の
改
定
・
障

害
者
総
合
支
援

法
・
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
３
年

後
の
見
直
し
の
年
で
す
の
で
、
障

害
者
福
祉
施
策
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
来
ま
す
。
２
月
初
旬
か
ら
、

障
害
者
総
合
支
援
法
の
障
害
者
団

体
、
関
係
団
体
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
す
。（
公
）
全
国
脊
髄

損
傷
者
連
合
会
も
含
ま
れ
、
会
と

し
て
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
す
。 

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 
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３
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）
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資
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２
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よ
り 
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・
・
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額
の
改
定
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の
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初
年
に
思
う
こ
と 

 
 

 
 

会
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藤
田 

幸
廣 
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福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
と

し
て
、
障
害
者
総
合
支
援
法
見
直

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
災
害
問

題
に
お
い
て
、
入
退
院
後
の
医
療

及
び
、
年
金
等
の
手
続
き
・
遺
族

年
金
・
他
人
介
護
保
障
等
、
又
、

非
労
働
災
害
者
の
諸
保
障
等
の
問

題
を
含
め
た
、
提
起
が
改
め
て
問

わ
れ
て
来
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
会

の
会
員
を
問
わ
ず
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
相
談
事
業
の
基
本
的
軸
と
し
展

開
を
進
め
、
会
の
活
性
化
、
再
構

築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
、
福
岡

県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
の
団
体
と

し
て
の
組
織
運
営
、
活
動
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
見
直
し
、
活
性

化
す
る
節
目
の
年
だ
と
考
え
ま
す
。

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
の
会

員
を
問
わ
ず
、
先
ず
は
障
害
が
あ

っ
て
も
、
県
・
市
民
の
一
員
で
あ

り
、平
等
な
権
利
を
間
近
に
迫
る
、

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
行
使
し
、

福
岡
県
で
県
・
市
民
と
共
に
、
障

害
者
権
利
条
例
を
創
る
、
第
一
歩

の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一
、
わ
れ
わ
れ
は
戦
争
を
し
た
く 

 
は
な
い
。 

二
、
し
か
し
敵
側
が
一
方
的
に
戦 

 

争
を
望
ん
だ
。 

三
、
敵
の
指
導
者
は
悪
魔
の
よ
う 

 

な
人
間
だ
。 

四
、
わ
れ
わ
れ
は
領
土
や
覇
権
の

た
め
で
は
な
く
、
偉
大
な
使
命 

（
大
義
）
の
た
め
に
戦
う
。 

五
、そ
し
て
こ
の
大
義
は
神
聖（
崇 

 

高
）
な
も
の
で
あ
る
。 

六
、
わ
れ
わ
れ
も
誤
っ
て
犠
牲
を 

 

出
す
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
敵 

 

は
わ
ざ
と
残
虐
行
為
に
お
よ
ん 

 

で
い
る
。 

七
、
敵
は
卑
劣
な
兵
器
や
戦
略
を 

 

用
い
て
い
る
。 

八
、
わ
れ
わ
れ
の
受
け
た
被
害
は 

 

小
さ
く
、
敵
に
与
え
た
被
害
は 

 

甚
大
。 

九
、
芸
術
家
や
知
識
人
も
正
義
の 

 

戦
い
を
支
持
し
て
い
る
。 

十
、
こ
の
正
義
に
疑
問
を
投
げ
か 

 

け
る
者
は
裏
切
り
者
で
あ
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
で
あ
る

ア
ン
ヌ
・
モ
レ
リ
は
、
こ
の
十
要

素
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
戦
争
に
お
い
て
共
通
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。 

そ
し
て
、
そ
の
著
作
の
日
本
語

版
の
辞
の
中
で
、「
私
た
ち
は
、
戦

争
が
終
わ
る
た
び
に
自
分
が
騙
さ 

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、「
も
う

二
度
と
騙
さ
れ
な
い
ぞ
と
心
に
誓

う
が
、
再
び
戦
争
が
始
ま
る
と
、

性
懲
り
も
な
く
ま
た
罠
に
は
ま
っ

て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。」

以
上
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
・
フ
リ
ー
百

科
辞
典
）
よ
り
。
注
意
書
き
・『
こ
の
記

事
に
は
複
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
改

善
や
ノ
ー
ト
ペ
ー
ジ
で
の
議
論
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。』
詳
細
は
、
ネ
ッ
ト
で
参

照
下
さ
い
。 

さ
て
、
私
た
ち
日
々
、
大
量
の

情
報
が
「
溢
れ
、
放
出
」
さ
れ
て

い
る
世
界
で
「
宣
伝
・
煽
動
」
の

類
い
は
、
戦
争
に
関
す
る
も
の
だ

け
で
は
な
い
こ
と
も
ご
承
知
の
と

お
り
で
、
生
活
に
関
わ
る
全
て
に

お
い
て
、
心
理
学
の
活
用
も
含
め

て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
さ
ら
さ
れ

深
く
浸
透
（
罠
）
し
て
い
る
。 

 

国
家
安
全
保
障
の
強
化
・
特
定

秘
密
保
合
法
・
集
団
的
自
衛
権
行

使
が
「
日
本
を
取
り
戻
す
（
美
し

い
国
）」
た
め
の
政
策
と
す
る
。
安

倍
政
権
の
正
体
と
は
？ 

＝
敗
戦
七
〇
年
＝
・
・
・
・
そ
し
て
格
差
社
会
へ
（
１
） 

『
戦
争
遂
行
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』（ 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）
よ
り 

国
家
が
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
国
民
に
戦
争
す
る
し
か
道
が
な
い
こ

と
を
信
じ
込
ま
せ
る
た
め
に
国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。 

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
ア
ー
サ
ー
・
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ー
は
、
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
行
っ
た
戦
争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
分
析
し
て
、
主
張

さ
れ
る
事
に
関
す
る
１０
の
要
素
を
以
下
の
よ
う
に
導
き
出
し
た
。・
・
次
へ 

   

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E5%AD%A6
http://fr.wikipedia.org/wiki/Anne_Morelli
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%80&action=edit
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%80&action=edit
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%80&action=edit
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88:%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88:%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
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随 

筆 

  

開
会
式
が
代
筆 

 

左
手
で
書
く
拙
い
文
字
で
も
誰

か
の
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
の
で
、

地
下
鉄
に
乗
っ
て
手
伝
い
に
行
っ

て
い
る
。
ｉ
さ
ん
は
、
所
帯
を
持

っ
て
障
が
い
者
解
放
運
動
に
打
ち

込
ん
で
い
る
。
原
稿
を
作
成
す
る

の
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
手
を
借
り
て
い
る
が
、
見
つ
か

ら
な
い
と
、
私
の
と
こ
ろ
に
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
。
家
に
着
く
と

ゆ
っ
く
り
寛
ぐ
暇
は
な
い
。 

直
ぐ
に
も
、
仕
事
に
取
り
掛
か

っ
た
。
下
書
き
し
、
夕
方
に
は
、

清
書
し
て
出
来
上
が
り
、
暗
く
な

ら
な
い
う
ち
に
帰
ら
な
く
ち
ゃ
と
、

急
い
で
車
椅
子
に
飛
び
乗
っ
た
。 

  

青
空
へ 

 

電
動
車
椅
子
を
ふ
る
に
使
っ
て
、

行
動
し
て
い
る
私
も
暗
く
沈
ん
だ 

時
期
が
あ
っ
た
。
母
は
、
大
勢
の

学
生
の
賄
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
、

暇
も
な
い
毎
日
で
あ
っ
た
の
に
、

暇
を
見
つ
け
て
車
椅
子
を
押
し
て

く
れ
た
。 

 

そ
ん
な
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

若
い
力
を
借
り
て
、
外
出
が
叶
う

よ
う
に
な
る
と
、
光
り
眩
し
い
外

の
世
界
に
飛
び
出
す
こ
と
で
、
私

と
同
様
に
肢
体
が
不
自
由
で
、
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
二
人
の
友

に
呼
び
か
け
て
、
開
放
感
を
分
か

ち
合
っ
た
。
送
り
迎
え
を
依
頼
し

て
、
香
椎
花
園
で
出
会
っ
た
時
の

感
激
で
握
手
し
た
、
手
の
温
も
り

を
未
だ
忘
れ
て
い
な
い
。 

友
情
の
輪
が
広
が
っ
て
、
孤
独

か
ら
開
放
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

  

発
見
の
旅 

 

連
休
の
中
休
み
に
、
Ｈ
さ
ん
と 

温
泉
に
行
っ
た
。 

香
椎
駅
で
待
ち
合
わ
せ
て
、
博

多
駅
で
特
急
に
乗
り
込
む
。
正
午

過
ぎ
て
、
嬉
野
駅
に
着
く
と
、
坂

道
を
下
り
た
停
留
所
に
は
、
リ
フ

ト
バ
ス
を
待
つ
乗
客
が
、
ベ
ン
チ

に
座
っ
て
い
た
。 

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
つ

も
り
で
い
た
が
、
一
緒
に
バ
ス
に

乗
車
で
き
る
の
が
、
う
れ
し
い
。 

予
約
を
取
っ
た
、
旅
館
で
も
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
。 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
た
部
屋

を
車
椅
子
で
、
自
由
に
動
け
た
。 

テ
レ
ビ
を
つ
け
て
、
茶
菓
子
を

い
た
だ
く
。
部
屋
に
は
、
湯
船
が

付
い
て
い
て
、
機
械
を
使
っ
て
入

浴
し
た
。
夜
も
Ｈ
さ
ん
の
手
を
借

り
て
入
り
、
温
泉
を
十
分
に
楽
し

ん
だ
。 

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
訪
ね

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

方
向
性 

 

福
岡
市
城
南
区
の
作
業
所
か
ら

帰
る
電
車
で
、
Ｋ
さ
ん
と
出
会
っ

た
。
眠
た
そ
う
な
顔
を
し
て
、
応

じ
る
の
を
見
て
「
何
も
、
こ
ん
な

寒
い
時
に
無
理
し
て
行
く
事
な
い

の
に
」
と
諭
さ
れ
た
。 

作
業
所
を
設
立
し
、
１０
年
目
に

し
て
、
彼
は
退
い
た
。 

人
集
め
か
ら
、
軌
道
に
乗
せ
る

ま
で
、
苦
労
は
あ
っ
た
と
思
う
。 

仲
間
入
り
す
る
と
、
職
員
さ
ん

の
行
き
届
い
た
介
護
を
受
け
、
安

心
し
て
車
椅
子
で
通
う
こ
と
が
出

来
た
。
リ
フ
ト
バ
ス
に
乗
り
、
１

泊
旅
行
に
出
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

左
手
で
、
組
み
ひ
も
に
挑
戦
、

編
む
楽
し
み
を
覚
え
た
。 

 

「
将
来
や
生
活
に
つ
い
て
ど
う

し
た
い
の
か
。
周
り
に
流
さ
れ
な

い
で
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。」 

 

私
を
気
遣
う
メ
ー
ル
が
届
い
て
、

読
み
返
し
て
い
る
。 

（
福
岡
支
部 

小
出 

記
代
美
） 
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道
の
駅
紀
行 

 

先
の
号
で
書
い
た
「
お
お
と
う

桜
街
道
」
か
ら
車
で
２０
分
程
、
彦

山
川
を
遡
っ
て
い
く
と
道
の
駅

「
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
」
が
あ
る
。 

車
窓
か
ら
遊
具
が
見
え
て
く
る
。 

こ
こ
も
子
供
達
に
と
っ
て
も
楽

し
い
場
所

で
あ
る
。 

「
子
供

わ
く
わ
く

パ
ー
ク
」

が
あ
り
空

中
散
歩
を

楽
し
め
る

モ
ノ
ラ
イ

ダ
ー
、
バ

イ
ク
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
電
動
カ

ー
、
滑
り
台
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な

ど
ド
ラ
イ
ブ
の
車
中
で
退
屈
し
た

子
ど
も
た
ち
に
は
身
体
を
動
か
せ

る
楽
し
い
場
所
の
よ
う
だ
。 

本
物
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
も
走

っ
て
い
る
。 

ア
ク
セ
ス
の
説
明
に
「
JR
日
田

彦
山
線
「
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駅
」

下
車
、
徒
歩
０
分
！ 

 

２
０
０
８
年
３
月
１５

日
に

JR
「
歓
遊
舎
ひ
こ
さ

ん
駅
」
が
開
駅
し
ま

し
た
。
歓
遊
舎
ひ
こ

さ
ん
の
真
裏
に
位
置

し
、
下
車
し
て
徒
歩

０
分
で
物
産
館
に
入

る
事
が
で
き
ま
す
。」

と
あ
る
よ
う
に
。
道

の
駅
に
で
き
た
鉄
道

の
駅
で
あ
る
。 

私
が
滞
在
し
た
時

間
に
は
列
車
は
一
本
も
来
な
か
っ

た
。
時
間
の
不
便
さ
を
考
え
な
け

れ
ば
列
車
で
来
て
遊
ん
で
帰
る
と

い
う
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

物
産
館
に
は
山
の
幸
や
工
芸
品

が
並
ん
で
い
る
。 

私
の
気
を
引
い
た
の
は
「
彦
山

が
ら
が
ら
」。 

子
ど
も
の
頃
、
父
親
が
買
っ
て

来
て
玄
関
先
に
つ
る
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
用
事
を
言
い
つ
け
ら

れ
て「
は
い
」と
返
事
を
し
て
も
、

遊
び
に
気
を
取
ら
れ
て
動
か
な
い

と
「
英
彦
山
が
ら
が
ら
口

ば
っ
か
り
」
と
怒
ら
れ
て

い
た
の
を
思
い
出
す
。 

魔
除
け
虫
除
け
の
お
守

り
で
あ
る
。 

お
食
事
処
「
旬
菜
坊
キ

ッ
チ
ン
農
家(

み
の
り

や)

」
は
、
町
内
で
採
れ
た

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
バ
イ

キ
ン
グ
ら
し
い
が
あ
い
に

く
時
間
が
遅
く
営
業
は
終

わ
っ
て
い
た
。
今
、
改
め
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
と
、
日

曜
・
祭
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
約
６０
種
。

大
人
１
３
０
０
円
と
い
う
こ
と
で

一
度
食
べ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。 

食
べ
る
と
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
男
女
共
用
の
多
目
的
ト

イ
レ
と
女
性
用
は
確
認
し
て 

い
な
い
が
一
般
便
室
に
は
入
口

の
広
い
便

房
が
あ
る
。 

      

 

 

      外
に
出
る
と
、
障
害
者
用
駐
車

場
に
は
、
デ
イ
ケ
ア
の
車
が
停
ま

り
、
車
い
す
の
高
齢
者
が
続
々
降

り
て
き
た
。 

北
九
州
支
部 

白
川 

長
廣 
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編
集
後
記 

 

 

諸
事
情
で
、
わ
だ
ち
が
皆
様
の

お
手
元
に
届
く
の
が
、
遅
く
な
り

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

坂
本 

《 今月の時事 》 

「アドルフ・ヒトラーは宣伝手法について『宣伝効果のほとんどは人々の感情に訴えか

けるべきであり、いわゆる知性に対して訴えかける部分は最小にしなければならない』『宣

伝を効果的にするには、要点を絞り、大衆の最後の一人がスローガンの意味するところを

理解できるまでそのスローガンを繰り返し続けることが必要である。』と、感情に訴えるこ

との重要性をあげている。ヨーゼフ・ゲッベルスは『十分に大きな嘘を頻繁に繰り返せば、

人々は最後にはその嘘を信じるだろう（＝嘘も百回繰り返されれば真実となる）』と述べた。

〜有史以来、政治のあるところにプロパガンダは存在した。 

ローマ帝国では皇帝の名を記した多くの建造物が造られ、皇帝の権威を市民に見せつけ

た。フランス革命時にはマリー・アントワネットが『パンがなければお菓子を食べればい

いじゃない』と語ったとしたものや、首飾り事件に関するパンフレットがばらまかれ、反

王家の気運が高まった。〜プロパガンダの体系的な分析は、アテネで紀元前 6 世紀頃、修

辞学の研究として開始されたと言われる。自分の論法の説得力を増し、反対者への逆宣伝

を計画し、デマゴーグを看破する技術として、修辞学は古代ギリシャ・古代ローマにおい

て大いに広まった。修辞学において代表的な人物はアリストテレス、プラトン、キケロら

があげられる。古代民主政治では、これらの技術は必要不可欠であったが、中世になると

これらの技術は廃れて行った。〜テレビやインターネットに代表される情報社会化は、プ

ロパガンダを一層容易で、効果的なものとした。わずかな費用で多数の人々に自らの主張

を伝えられるからである。現代ではあらゆる勢力のプロパガンダに触れずに生活すること

は困難なものとなった。日本では1945年の敗戦後は1990年代になってから、防衛省・

自衛隊が『ゴジラ』など怪獣映画、『守ってあげたい!』『男たちの大和/YAMATO』『亡国

のイージス』『永遠の0』などに協力。これらは自衛隊を正当化するプロパガンダにあたる

のではないかという主張も一部にある」。P１の続き（ウィキペディア・フリー百科辞典）

より。今月は「戦争について」の記述を拾ってみた。（しん） 
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